
東
郷
浄
瑠
璃
に
と
っ
て
、
「
源
氏
烏
帽
子
折
」
は
格
別
な
存
在
で
あ
る
。
東

郷
で
現
在
上
演
さ
れ
て
い
る
演
目
は
、
近
松
門
左
衛
門
作
「
源
氏
烏
帽
子
折
」

の
初
段
（
卒
塔
婆
引
き
の
段
）
・
二
段
目
（
常
盤
御
前
雪
の
段
）
・
三
段
目
（
牛
蒋
鞍
馬

下
り
の
段
）
で
あ
る
。
最
終
的
に
現
代
に
ま
で
残
っ
た
の
が
、
「
源
氏
烏
帽
子
折
」

の
中
の
三
演
目
だ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

も
と
も
と
東
郷
浄
瑠
璃
の
保
存
会
に
は
、
「
源
氏
烏
帽
子
折
」
「
出
世
景
清
」

国際文化学部論柴第15巻

素
朴
な
疑
問
が
あ
る
。
ｌ
薩
魔
川
内
市
東
郷
町
で
な
ぜ
人
形
浄
瑠
璃
が

三
百
年
以
上
に
も
わ
た
っ
て
相
伝
さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
無
形
」
の
民
俗
文
化
財
、
す
な
わ
ち
形
の
無
い
民
俗
芸
能
な
ど
と
い
う
も

の
は
、
稽
古
を
怠
ら
な
い
不
断
の
努
力
が
な
け
れ
ば
断
絶
し
て
し
ま
う
も
の
で

あ
る
し
、
二
十
人
近
く
の
保
存
会
員
が
揃
い
続
け
な
く
て
も
途
絶
え
て
し
ま
う

も
の
で
あ
る
。
共
同
体
の
構
成
員
が
あ
る
共
通
の
指
向
を
持
ち
、
価
値
観
を
共

有
し
続
け
な
け
れ
ば
続
く
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
が
三
百
年
以
上
も
続
い
て
き

た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
三
百
年
余
り
、
東
郷
の
人
々
に
と
っ
て
東
郷
文

弥
節
人
形
浄
瑠
璃
（
以
下
、
東
郷
浄
瑠
璃
と
略
す
）
は
、
た
だ
の
〃
面
白
い
も
の
参

だ
っ
た
の
で
は
な
く
、
〃
大
切
な
も
の
〃
で
も
あ
っ
た
は
ず
だ
。
つ
ま
り
、
現

代
に
い
た
る
ま
で
東
郷
浄
瑠
璃
が
存
続
し
て
き
た
要
因
を
探
ろ
う
と
す
れ
ば
、

ひ
と
え
に
そ
の
共
同
体
の
も
つ
指
向
や
価
値
観
に
迫
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。 問

題
の
所
在 東

郷
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃
の
存
続
要
因

ｌ
渋
谷
東
郷
氏
の
誇
り
と
相
伝
意
識
Ｉ東

郷
浄
瑠
璃
の
中
心
的
な
演
目
は
、
『
源
氏
烏
帽
子
折
」
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、

冒
頭
の
疑
問
は
、
「
東
郷
町
で
、
な
ぜ
「
源
氏
烏
帽
子
折
」
が
大
切
に
さ
れ
て

き
た
の
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
問
い
に
置
き
換
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
す
る
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
本
稿
で
述
べ
る
。

中村

第２号（2014年９月

キ
ー
ワ
ー
ド
韓
渋
谷
五
族
、
山
本
角
太
夫
、
民
俗
芸
能
、
源
氏
烏
帽
子
折
、
出
世
景
清

一
一
東
郷
浄
瑠
璃
の
中
心
演
目
と
し
て
の
「
源
氏
烏
帽
子
折
』

野上

哲ま

照い
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『
熊
井
太
郎
重
門
川
八
烏
』
『
刈
萱
』
五
作
品
の
上
演
台
本
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

現
在
よ
り
も
上
演
さ
れ
る
演
目
が
多
く
、
か
っ
て
は
相
当
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん

で
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
で
は
、
そ
の
中
か
ら
『
源
氏
烏
帽
子
折
』
が
残
っ

た
の
は
偶
然
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
『
源
氏
烏
岨
子
折
』

は
、
残
る
べ
く
し
て
残
っ
た
の
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
理
由
を
述
べ
る
。

初
歩
的
な
こ
と
だ
が
、
今
挙
げ
た
五
つ
の
作
品
は
そ
れ
ぞ
れ
に
長
大
な
分
量

を
も
っ
て
い
る
た
め
、
実
際
に
は
そ
れ
を
〃
通
し
″
で
全
編
上
演
す
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
っ
た
（
行
わ
れ
た
時
期
が
あ
っ
た
と
し
て
も
続
か
な
か
っ

た
）
。
そ
の
た
め
、
実
際
に
は
そ
の
一
部
分
を
切
り
出
し
て
「
一
段
Ⅱ
」
「
二
段

目
」
…
な
ど
と
称
し
て
上
演
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
「
一
段
目
」
「
二
段
目
」

…
…
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
卒
塔
婆
引
き
の
段
」
「
常
盤
御
前
雪
の
段
」
な
ど
と
い

し
よ
う
ほ
ん

う
愛
称
が
付
け
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
一
つ
の
爪
本
か
ら
数

演
川
が
切
り
出
さ
れ
て
上
演
台
本
と
な
っ
て
い
っ
た
。
秋
本
鈴
史
（
二
○
○
二
）

の
調
査
報
告
に
従
っ
て
そ
の
対
応
関
係
を
示
す
と
、
別
表
の
よ
う
に
な
る
（
表

の
中
の
ア
ミ
カ
ケ
部
分
に
つ
い
て
は
鋪
五
節
で
触
れ
る
）
。

ま
ず
目
を
引
く
の
は
、
他
に
比
べ
て
『
源
氏
烏
附
子
折
』
の
上
波
台
本
が
多

い
こ
と
で
あ
る
。
『
源
氏
烏
帽
子
折
』
二
点
に
対
し
て
、
二
位
の
『
出
世
景
清
』

で
も
半
分
以
下
の
五
点
、
三
位
の
『
門
出
八
島
』
で
四
点
、
四
位
の
『
刈
菅
一
』

で
二
点
、
五
位
の
『
熊
井
太
郎
』
で
一
点
と
圧
倒
的
な
差
の
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
昭
和
の
大
戦
以
前
の
上
演
記
録
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
が
、
こ
の
状
況

か
ら
み
て
『
源
氏
烏
帽
子
折
』
が
も
っ
と
も
多
く
上
演
さ
れ
て
き
た
も
の
と
推

測
さ
れ
る
。

ち
よ
う
す
う

同
様
に
分
並
的
な
而
に
注
日
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
上
波
今
口
本
の
丁
数

1６５

を
原
作
の
正
本
ご
と
に
合
計
し
て
、
別
表
の
最
下
段
に
掲
出
し
た
。
丁
と
は
一

枚
の
紙
の
こ
と
で
、
こ
れ
を
典
ん
中
で
縦
に
折
り
曲
げ
そ
の
片
側
を
糸
で
閉
じ

て
本
の
体
裁
に
す
る
の
で
、
第
一
丁
オ
モ
テ
、
第
一
丁
ウ
ラ
、
第
二
丁
オ
モ
テ
、

三
四
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『
刈
萱
」

（
全
二
点
）

再

ｉｌ１ｊ
出
八

&
グー、

全
１１１１

点
一

「
熊
井
太
郎
」
〈
全
一
点
二

「
出
吐
踊
消
」

一、

昔t曽
（
tlf
g型

「
源
氏
烏
柵
子
折
」

グー、

全

点
、一

原
作
正
本
偽

石
茄
丸

石
童
丸

八
島
の
職

門
出
八
脇

八
鴎
三
段
側

屋
励
の
職
ひ

一
武
蔵
坊
弁
慶
五
条
橋
千
人
切

飛
消
下
段

磯
消
上
段

出
世
蝋
箭
牢
破
派
段
Ⅱ

紫
構
下
段

昭
和
二
十
九
年
三
月
十
七
日

六
丁

昭
和
十
七
年
六
月
四
日

五
丁

昭
和
二
十
九
年
三
月
二
十
一
日

七
丁

川
添
栄
太
郎
時
代

○
丁

昭
和
十
二
年
七
〃
十
四
日

二

二

丁一

昭
和
十
一
年
十
月
十
九
日

一
一
ｒ

明
治
四
十
三
年
十
月
十
一
日

六
丁

１１丁 60丁
６
丁 '10丁 173丁 計

昭
和
昭
和
昭
和
川
添
婆Ｉデミ

'三r二

一
堂
一一■

－１竺

ー’
〒２１に'二’

九
年

月
二
十
一
、

九
年

月
二
十
Ⅱ

四
年

一
″
十
五
日

へ
郎
時
代

へ
郎
時
代

凹
丁
I川

丁
丁
五
丁
五
丁

一

六
丁

ヨ
、
詞

哉
ノ
「
』

六
丁

景
清
上
段
，

川
添
馨

鮒
迩
御
前
罰
の
段

昭
和
側
４

僻
盤
御
前

幻
の
段

和
叫
ロ

’
三
年
か
四
，

二

年
五
〃

’
四
年
頃

十
1１

‐
九
日

Ⅲ
村
川
合
戦
の
段

伏
見
の
吹
雪

源
氏
烏
相
子
折
大
序

卒
塔
婆
引

鞍
賜
下
の
段

劉
鵡
返
し

田
村
川
合
較
の
□

伏
見
の
吹
雪

源
氏
鳴
馴
一
．
』

ｲﾉ『

上
菰
台
本
名
（
油
Ⅲ
偽
）

昭
和
一

九

昭
和
一

九
縮

昭
和
一

’
四
年

和

1１１１

昭
和

IILＩ

’
一
一
一

１
１
１ 三
一
月
十
八
日

ノ、

丁

月
十
八
日

〃、

丁

一
月
四
日

ノ、

丁

二
月
二
十
二
冊

二

○
丁
六
丁

一

六
丁
五
丁

六
○
丁

分
岐

昭
和
十
六
年
七
月
二
十
二
日

昭
和
十
五
年
二
月
□

昭
和
十
五
年
正
月
九
日

江
戸
川
（
推
定
）

沖
が
年
月
日



第
二
丁
ウ
ラ
…
…
な
ど
と
い
う
言
い
方
を
す
る
。
ペ
ー
ジ
に
置
き
換
え
る
と
、

一
丁
は
二
ペ
ー
ジ
分
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
二
位
以
下
の
『
門
出
八
島
」
六
○

丁
、
「
出
世
紫
浦
」
四
○
丁
、
「
刈
萱
」
一
一
丁
、
『
熊
井
太
郎
」
六
丁
で
、
そ

の
合
計
一
一
七
丁
を
も
っ
て
し
て
も
、
一
位
の
「
源
氏
烏
帽
子
折
」
一
七
三
丁

に
、
は
る
か
に
及
ば
な
い
。

お
の
ぷ
ち
の
う
ぜ

東
郷
町
斧
測
地
区
に
隣
接
す
る
南
瀬
地
区
の
人
形
浄
瑠
璃
は
昭
和
二
十
四
年

の
火
災
に
よ
り
廃
絶
し
て
し
ま
っ
た
が
、
同
地
区
の
古
川
政
憲
氏
が
南
瀬
地
区

の
上
演
台
本
を
書
き
写
し
た
ノ
ー
ト
が
残
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
に
よ
る
と
南
瀬

地
区
で
も
「
源
氏
烏
帽
子
折
」
「
出
世
景
清
」
「
五
条
橋
（
熊
井
太
郎
）
」
「
門
出

八
島
」
が
伝
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
と
い
う
（
秋
本
鈴
史
）
。

次
に
、
数
量
的
な
観
点
か
ら
離
れ
て
質
の
側
面
か
ら
見
て
み
る
。
秋
本
鈴
史

の
調
査
報
告
に
よ
れ
ば
、
「
出
世
景
清
」
の
六
本
の
上
演
台
本
の
中
で
元
の
本

文
が
判
明
す
る
の
は
昭
和
二
十
四
年
の
「
出
世
景
清
牢
破
五
段
目
」
一
本
の

み
で
、
そ
れ
以
外
は
後
の
改
変
本
で
あ
り
、
漢
字
の
当
て
字
も
多
く
表
記
は
原

形
を
留
め
て
お
ら
ず
、
現
存
す
る
山
本
角
太
夫
正
本
と
比
べ
る
と
本
文
・
節
付

け
に
か
な
り
の
相
違
が
み
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
、
元
の
正
本
を
特
定
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
い
う
。
「
熊
井
太
郎
」
（
「
武
蔵
坊
弁
慶
五
条
橋
千
人
切
ご
に
つ
い

て
も
、
角
太
夫
系
正
本
の
比
較
的
忠
実
な
写
し
と
な
っ
て
い
る
が
、
表
記
が
改

変
さ
れ
て
お
り
、
元
の
正
本
を
特
定
で
き
る
状
態
に
は
な
い
と
い
う
。
「
門
出

八
島
」
に
つ
い
て
も
、
残
さ
れ
た
三
本
の
上
演
台
本
は
と
も
に
元
本
に
か
な
り

忠
実
な
写
本
と
推
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
角
太
夫
正
本
の
ど
の
系
統
か
を
特

定
す
る
こ
と
は
困
難
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
対
し
て
、
『
源
氏
烏
帽
子
折
」
の
素
性
は
明
瞭
に
わ
か
っ
て
い
る
。

「
源
氏
烏
帽
子
折
」
の
諸
伝
本
は
竹
本
義
太
夫
系
と
山
本
角
太
夫
系
の
二
統
派

に
大
き
く
分
か
れ
、
竹
本
義
太
夫
系
九
種
類
、
山
本
角
太
夫
系
六
種
類
の
う
ち
、

東
郷
最
古
の
「
源
氏
烏
帽
子
折
」
（
江
戸
期
の
写
本
）
は
角
太
夫
系
諸
本
の
中
で

も
十
行
三
十
六
丁
本
の
写
し
で
あ
る
と
い
う
。
「
大
坂
平
野
町
三
丁
目
」
の
「
象

牙
屋
三
郎
兵
衛
」
と
い
う
本
屋
か
ら
出
版
さ
れ
た
版
本
を
も
と
に
、
そ
れ
を
筆

写
し
た
の
が
東
郷
の
「
源
氏
烏
帽
子
折
」
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で

限
定
的
に
突
き
止
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
『
源
氏
烏
帽
子
折
」
に
つ
い
て

は
ほ
と
ん
ど
改
変
の
手
が
加
え
ら
れ
ず
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
の
に
対
し
て
、
他

の
演
目
に
つ
い
て
は
そ
の
よ
う
な
忠
実
な
伝
承
の
意
識
が
薄
く
、
自
在
に
改
変

さ
れ
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
意
識
の
上
か
ら
も
、
東
郷
に
と
っ
て
「
源

氏
烏
帽
子
折
」
は
特
別
な
物
語
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
な

ぜ
東
郷
に
と
っ
て
『
源
氏
烏
帽
子
折
』
が
特
別
な
存
在
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う

こ
と
が
問
題
に
な
る
。

地
元
の
伝
承
に
よ
れ
ば
、
東
郷
浄
瑠
璃
は
江
戸
時
代
か
ら
士
族
の
家
で
伝
承

さ
れ
て
き
た
と
い
う
。
冒
頭
で
、
「
共
同
体
の
も
つ
指
向
や
価
値
観
」
が
浄
瑠

璃
存
続
の
ポ
イ
ン
ト
だ
ろ
う
と
述
べ
た
が
、
そ
の
共
同
体
と
は
、
東
郷
一
般
の

人
々
で
は
な
く
〃
士
族
″
に
限
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
士
族
と
は

と
じ
よ
う

ご
・
っ
し

い
っ
て
も
麓
（
外
城
）
に
居
住
す
る
郷
士
と
呼
ば
れ
る
下
級
士
族
で
、
鹿
児
島

の
城
下
士
と
違
っ
て
石
高
相
当
の
農
地
の
支
給
を
受
け
、
そ
れ
を
耕
作
し
米
を

得
る
半
士
半
農
（
半
農
半
武
）
の
生
活
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
貧
し
い
な
が
ら

三
士
族
の
誇
り
ｌ
渋
谷
本
流
の
自
負
Ｉ

三

五
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己皿句もU‐

も
誇
り
高
く
生
き
よ
う
と
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

江
戸
時
代
初
期
、
島
津
藩
は
鶴
丸
城
を
本
城
と
し
て
領
内
の
各
郷
を
一
○
○

余
り
の
外
城
に
再
編
し
た
（
数
に
つ
い
て
は
時
代
に
よ
る
変
遷
あ
り
）
。
外
城
は
藩

が
直
接
統
治
す
る
地
頭
所
と
島
津
氏
の
一
門
・
重
臣
が
治
め
る
私
領
と
に
分
け

ら
れ
た
が
、
東
郷
に
は
地
頭
所
が
世
か
れ
た
。
東
郷
の
地
頭
所
は
、
は
じ
め
舟

で
じ
ろ

介
の
後
馬
場
に
あ
っ
た
が
た
び
兎
な
る
洪
水
の
た
め
鶴
が
岡
城
の
川
城
で
あ
る

み
な
ん
じ
よ
こ
う
じ
し
る
う
ち
た
い
の
く
ち
』
ど
ん
か
ご
う

南
城
の
麓
の
小
路
集
落
に
移
さ
れ
、
城
内
・
谷
之
口
集
落
と
と
も
に
一
二
ヶ
郷
と

称
さ
れ
る
麓
を
形
成
し
た
。

東
郷
浄
瑠
璃
の
伝
承
者
た
ち
が
、
昭
和
の
戦
前
ま
で
三
ヶ
郷
（
城
内
・
谷
之
川
．

小
路
）
の
住
民
た
ち
で
占
め
ら
れ
、
し
か
も
代
々
世
襲
の
意
識
を
も
っ
て
伝
承

巴

瓢一珠△禽噂嘩騨Ｑ”司舜守口』

醐麺閃
Ｐ

熱夢マか■

日向

曙ｎ

K凸．

顎
Ｌ

糠熊『冨響』峯
一＝･爵単２室台雪･聖‘

１

．＝－－="呉ロ

脚際文化学部論典第15巻第２号（2014年９月）

Ｉ

地頭仮屋跡（小路集落）

さ
れ
て
き
た
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。
東
郷
浄
瑠
璃
の
伝
承
者
た
る
資
格
は
、

士
族
で
あ
る
こ
と
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て

は
次
節
で
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
は
東
郷
の
士
族
が
ど
の
よ
う
な
素

性
の
武
士
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

源
頼
朝
は
、
鎌
倉
に
幕
府
を
開
い
た
の
と
同
じ
こ
ろ
、
全
国
に
守
護
・
地
頭

を
世
い
て
治
安
維
持
や
年
貢
徴
収
に
あ
た
ら
せ
た
。
そ
の
多
く
は
関
東
か
ら
地

方
に
派
過
さ
れ
た
武
士
た
ち
で
、
「
下
り
衆
」
と
呼
ば
れ
た
。
そ
の
中
で
薩
摩

国
の
守
護
職
に
任
じ
ら
れ
た
の
が
、
島
津
氏
で
あ
っ
た
。
川
薩
地
域
の
当
初
の

地
頭
は
千
葉
氏
で
あ
っ
た
が
、
千
葉
氏
は
宝
治
合
戦
（
三
浦
氏
の
反
乱
）
に
連
座

し
て
失
脚
し
、
そ
の
後
に
渋
谷
氏
が
補
任
さ
れ
て
、
宝
沿
二
年
（
一
二
川
八
）

,〆．
，

-定心脳仰５

－砿向雌陣６

入来院５

寓峻６
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図８薩摩の渋谷一族の所顎

に
雌
廉
の
地
に
下
っ
て
き
た
。

渋
谷
氏
は
も
と
坂
東
平
氏
の
出
身
で
、
相
模
国
渋
谷
荘
（
神
奈
川
県
綾
瀬
市
）みつ

の
領
主
と
し
て
渋
谷
姓
を
名
乗
っ
て
い
た
。
叫
時
の
渋
谷
一
族
の
棟
梁
渋
谷
光

し
〃

し
げ
た
だ
き
ね
し
げ
し
げ
や
す
帥

重
は
、
長
子
重
直
だ
け
を
領
国
に
留
め
、
次
子
実
重
は
東
郷
、
一
二
子
重
保
は
祁

ど
う
い
ん

し
げ
も
ろ
し
げ
も
ち
つ
る
だ
じ
よ
う
し
ん
い
り
き
し
げ
ざ
だ
た
き

答
院
、
四
子
亜
諸
（
亜
茂
）
は
鶴
Ⅲ
、
五
子
定
心
は
入
来
、
六
子
寵
貞
は
滴
城

に
と
地
頭
職
を
分
与
し
て
下
向
さ
せ
、
各
地
渦
を
も
っ
て
氏
を
粕
乗
ら
せ
た

〔
渋
谷
五
族
の
薩
摩
下
向
〕
。

く
ろ
上
う
ち

と
う
み

Ｌ
げ
ら
か

渋
谷
実
兎
は
車
内
（
雌
厳
川
内
巾
川
海
町
）
に
入
部
し
（
五
代
飯
肌
ま
で
車
内
氏

お
の
ぶ
ち
お
お
く
主

と
称
し
て
い
る
）
た
が
、
そ
の
こ
ろ
斧
淵
城
（
鶴
が
岡
城
の
東
）
に
大
前
氏
が
い

て
威
を
ふ
る
っ
て
い
た
た
め
、
東
郷
氏
と
大
前
氏
と
の
激
し
い
抗
争
の
時
代
が

三
七

東郷文弥節人形浄瑠璃の仔統要因

三木端（2011）よI；

訪
れ
た
。
五
代
重
親
が
脚
害
に
追
い
込
ま
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
東
郷
氏
は
瀞

起
し
、
六
代
氏
親
の
代
に
つ
い
に
大
前
氏
を
破
り
、
鶴
が
岡
城
（
薩
摩
川
内
市

来
郷
町
）
を
本
拠
と
し
た
〔
車
内
か
ら
鶴
岡
城
へ
の
転
居
〕
。

車
内
か
ら
東
郷
へ
と
名
乗
り
を
変
え
た
の
は
、
六
代
氏
親
の
時
で
あ
っ
た
と

い
う
〔
車
内
氏
か
ら
東
郷
氏
へ
の
名
称
変
更
〕
・

南
北
朝
時
代
に
お
い
て
は
、
薩
摩
で
も
南
朝
方
と
北
朝
方
に
分
か
れ
て
抗
争

が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
。
渋
谷
五
族
も
一
枚
岩
で
は
な
く
な
り
、
南
朝
方
と

北
朝
方
に
分
裂
す
る
邪
態
が
訪
れ
た
。
そ
の
時
々
の
利
審
に
よ
っ
て
、
渋
谷
五

族
の
各
氏
は
時
に
は
南
朝
方
に
、
ま
た
あ
る
時
に
は
北
朝
方
に
と
転
変
し
て
い

た
。
中
央
で
は
明
徳
三
年
（
一
三
九
二
）
に
南
北
朝
が
合
一
し
た
の
だ
が
、
地

力
で
は
抗
争
の
留
ま
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
島
津
貞
久
が
、

三
男
・
上
総
介
師
久
（
総
州
家
の
Ⅲ
）
に
薩
歴
守
護
職
を
、
四
男
・
陸
奥
守
氏
久

（
奥
州
家
の
机
）
に
大
隅
守
護
職
を
そ
れ
ぞ
れ
分
与
し
た
た
め
、
む
し
ろ
つ
ね
に

紛
争
の
火
種
を
抱
え
て
い
る
状
態
に
な
っ
て
い
た
。

応
永
二
年
（
一
一
一
一
九
弧
）
か
ら
、
烏
津
氏
と
渋
谷
氏
と
の
本
格
的
な
衝
突
が

始
ま
っ
た
。
渋
谷
四
族
（
東
郷
・
高
城
入
来
・
祁
答
院
）
は
連
合
し
て
、
渋
谷
か
ら

離
反
し
た
側
川
氏
を
攻
め
た
。
こ
れ
が
節
一
次
鶴
田
合
戦
で
、
脇
剛
氏
に
は
島

津
奥
州
家
が
、
渋
谷
四
族
に
は
島
津
総
州
家
が
味
方
に
付
き
大
乱
と
な
っ
た
。

同
八
年
（
一
川
○
二
の
第
二
次
鶴
田
合
戦
で
鶴
川
氏
は
敗
退
し
、
渋
谷
瓜
族

の
中
で
最
も
早
く
滅
亡
し
た
〔
鶴
田
氏
の
滅
亡
〕
・

島
津
氏
も
総
州
家
師
久
の
死
後
、
両
家
の
家
将
争
い
が
起
こ
り
、
応
永

二
十
九
年
（
一
四
二
二
）
に
奥
州
家
の
久
豊
が
総
州
家
を
含
み
こ
む
形
で
統
一

を
果
た
し
た
が
、
そ
の
時
、
総
州
家
側
で
あ
っ
た
高
城
氏
も
こ
れ
に
連
座
し
減
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重
諸
ｌ
鶴
田
氏
へ

佐
志

亡
し
た
〔
高
城
氏
の
滅
亡
〕
。
こ
れ
以
降
、
約
一
四
○
年
は
東
郷
・
入
来
院
・
祁

答
院
の
渋
谷
三
族
の
時
代
が
続
く
。

三
州
統
一
を
め
ざ
す
島
津
氏
に
対
抗
し
て
東
郷
氏
や
祁
答
院
氏
は
島
津
氏
の

城
を
攻
略
す
る
な
ど
し
て
抵
抗
を
続
け
て
い
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
渋
谷
氏
が

徐
々
に
勢
力
を
の
ば
し
て
き
た
た
め
、
天
文
二
十
三
年
（
一
五
五
四
）
、
島
津
貴

久
は
鉄
砲
を
用
い
祁
答
院
良
重
を
首
魁
と
す
る
東
郷
・
入
来
の
渋
谷
勢
や
蒲
生
．

菱
刈
等
と
姶
良
・
加
治
木
の
戦
い
で
大
勝
し
た
。
永
禄
九
年
（
一
五
六
六
）
、
祁

答
院
良
重
が
虎
居
城
で
夫
人
に
刺
殺
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
祁
答
院
氏
は
滅
亡

し
た
〔
祁
答
院
氏
の
滅
亡
〕
。

こ
の
こ
ろ
島
津
氏
が
圧
倒
的
に
優
位
な
情
勢
に
な
っ
て
お
り
、
島
津
貴
久
が

域
内
の
ほ
と
ん
ど
を
支
配
す
る
に
い
た
っ
て
、
元
亀
二
年
（
一
五
六
九
）
、
東
郷

重
尚
と
入
来
院
重
嗣
は
や
む
な
く
島
津
氏
に
降
伏
し
た
。
翌
年
、
貴
久
は
こ
れ

８
よ
し
０

を
許
し
、
重
尚
に
は
東
郷
、
重
嗣
に
は
入
来
（
消
色
）
だ
け
を
与
え
て
、
他
は

没
収
し
た
〔
東
郷
・
入
来
院
二
氏
の
服
属
〕
・

天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
の
豊
臣
秀
吉
の
九
州
征
伐
に
よ
り
、
島
津
義
久

は
降
伏
し
た
。
そ
し
て
領
国
経
営
の
立
て
直
し
の
た
め
、
文
禄
四
年

（
一
五
九
五
）
の
三
州
諸
族
の
所
替
と
い
う
家
臣
団
の
知
行
再
編
を
行
っ
た
。
島

津
義
久
は
東
郷
重
虎
（
忠
直
）
を
日
向
国
佐
土
原
に
転
封
し
東
郷
の
所
領
を
没

収
し
た
。
渋
谷
実
重
の
入
部
か
ら
一
七
代
、
三
四
○
年
で
渋
谷
東
郷
氏
は
本
領

か
ら
切
り
離
さ
れ
て
し
ま
っ
た
〔
東
郷
氏
の
転
封
〕
・

渋
谷
五
族
の
中
で
最
後
ま
で
残
っ
た
の
は
入
来
院
氏
で
あ
っ
た
し
、
入
来
院

氏
は
幕
末
ま
で
領
主
と
し
て
存
在
し
続
け
た
が
、
じ
っ
は
天
正
十
一
年

（
一
五
八
三
）
に
入
来
院
重
豊
が
死
去
し
た
際
に
男
子
が
な
か
っ
た
た
め
、
島
津

歌
保
ｌ
祁
答
院
氏
へ

柏
原

金

渋
谷
庄
司
重

実
重
ｌ
ｌ
東
郷
氏
へ

金
王

高
重

光
亜

大
川

重
貞
ｌ
ｌ
高
城
氏
へ

定
心
１
入
来
院
氏
へ

倉
野
本
付

国際文化学部論集第15巻第２号（2014年９月）

三

八

箪
直
ｌ
相
模
渋
谷
氏
へ

早
川
城
主
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も
ち
ひ
さ

以
久
の
子
重
時
を
養
子
と
し
て
家
督
を
継
が
せ
た
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
血
統

と
し
て
は
、
渋
谷
氏
の
末
商
と
し
て
の
入
来
院
氏
は
こ
こ
で
絶
え
、
こ
れ
以
降
、

島
津
一
門
と
し
て
そ
の
内
部
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
重
時
に

も
子
が
無
か
っ
た
た
め
、
島
津
義
虎
の
子
重
高
が
入
来
院
氏
を
継
い
だ
。
こ
う

し
て
、
入
来
院
氏
は
ま
す
ま
す
島
津
氏
の
一
翼
と
し
て
の
地
位
を
占
め
る
こ
と

と
な
っ
た
〔
入
来
院
氏
の
島
津
一
門
化
〕
。
慶
長
十
八
年
（
一
六
一
三
）
、
入
来

院
氏
は
再
び
入
来
院
に
転
封
さ
れ
、
以
後
は
島
津
氏
の
一
門
と
し
て
幕
末
ま
で

存
続
し
た
。

こ
れ
と
類
似
の
こ
と
は
、
東
郷
氏
に
も
訪
れ
て
い
る
。
東
郷
重
治
に
は
継
嗣

が
い
な
か
っ
た
た
め
菱
刈
氏
か
ら
重
尚
を
養
子
と
し
て
迎
え
た
の
で
あ
っ
た

し
、
そ
の
重
尚
（
右
の
〔
東
郷
・
入
来
院
二
氏
の
服
属
〕
の
時
の
当
主
）
に
も
嗣
子
が

い
な
か
っ
た
た
め
島
津
家
久
の
次
男
重
虎
を
養
子
と
し
て
家
督
を
譲
っ
た
の
で

あ
っ
た
〔
東
郷
氏
の
島
津
一
門
化
〕
。

渋
谷
氏
の
系
図
に
よ
る
と
、
宝
治
二
年
（
一
二
四
八
）
に
薩
摩
の
地
に
下
っ

て
き
た
渋
谷
五
族
（
実
重
、
重
保
、
重
諸
、
定
心
、
重
貞
）
の
中
で
は
東
郷
氏
の

祖
実
重
が
長
幼
の
順
か
ら
い
っ
て
一
番
上
（
入
来
院
の
祖
で
あ
る
定
心
は
四
番
目
）

で
あ
り
、
東
郷
氏
こ
そ
が
渋
谷
五
族
の
盟
主
だ
と
い
う
意
識
を
抱
き
続
け
て
い

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
文
禄
四
年
二
五
九
五
）
の
佐
土
原
へ
の
転
封
に

よ
っ
て
、
一
部
の
重
臣
た
ち
は
東
郷
重
虎
に
付
い
て
佐
土
原
へ
と
移
っ
た
だ
ろ

う
が
、
東
郷
に
残
り
続
け
た
者
た
ち
も
い
た
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
海
津
一
朗

（
一
九
八
六
）
、
吉
田
敏
弘
（
一
九
八
三
）
に
よ
る
と
、
宝
治
二
年
（
一
二
四
八
）
に

渋
谷
五
族
が
相
模
国
か
ら
薩
摩
国
に
下
っ
て
き
た
際
、
そ
れ
に
多
く
の
家
臣
た

ち
が
随
行
し
て
き
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
。
そ
の
中
に
、
現
在
の
東
郷
文
弥

節
人
形
浄
瑠
璃
保
存
会
会
長
で
あ
る
木
場
岩
利
氏
と
同
じ
木
場
姓
も
い
る
（
岩

利
氏
自
身
は
Ⅲ
海
町
の
出
身
だ
が
東
郷
町
に
も
木
場
姓
は
多
い
）
。
東
郷
の
主
君
は
島

津
一
門
化
し
て
し
ま
っ
た
と
し
て
も
、
も
と
も
と
東
郷
氏
と
島
津
氏
は
別
の
家

柄
で
あ
り
、
東
郷
氏
も
鎌
倉
の
下
り
衆
と
し
て
の
十
三
世
紀
以
来
の
、
島
津
氏

に
劣
ら
な
い
歴
史
を
誇
っ
て
い
た
は
ず
だ
。

近
世
を
通
じ
て
士
族
（
郷
士
）
と
し
て
鶴
が
岡
城
内
（
三
ヶ
郷
）
に
住
み
続
け

た
者
た
ち
が
、
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
認
す
る
と
き
、
そ
の
中
心
は

中
世
以
来
続
い
て
き
た
「
渋
谷
東
郷
氏
」
の
流
れ
を
汲
む
士
族
の
誇
り
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
と
推
察
で
き
る
。
し
か
も
、
東
郷
浄
瑠
璃
は
、
た
と
え
ば
白
妙
の
人

形
を
一
個
の
家
で
代
々
世
襲
し
て
き
た
よ
う
に
、
家
系
や
血
統
の
意
識
が
強

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
東
郷
浄
瑠
璃
を
三
百
余
年
も
存
続
さ
せ
て
き
た
と
い

う
事
実
と
、
こ
の
よ
う
な
士
族
の
誇
り
、
家
系
・
血
統
の
意
識
が
無
関
係
で
あ

る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
・

近
世
に
入
っ
て
、
東
郷
に
は
約
八
○
年
間
島
津
氏
の
私
領
と
し
て
の
統
治
時

代
が
訪
れ
、
そ
れ
が
終
わ
る
と
、
一
外
城
（
麓
）
と
し
て
の
地
頭
統
治
と
な
っ

た
。
東
郷
浄
瑠
璃
が
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
の
は
、
こ
れ
と
相
前
後
す
る
十
七
世

紀
末
で
あ
る
。
東
郷
の
共
同
体
が
再
び
求
心
力
を
回
復
す
べ
く
、
渋
谷
本
流
の

自
負
が
郷
士
た
ち
の
心
の
中
に
呼
び
覚
ま
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

※
こ
の
節
は
、
新
薩
摩
学
シ
リ
ー
ズ
８
「
中
世
薩
摩
の
雄
渋
谷
氏
」
（
南

方
新
社
、
二
○
一
二
ほ
か
渋
谷
氏
関
係
の
先
行
研
究
に
多
大
な
恩
恵
を

被
っ
た
。
そ
れ
ら
を
、
東
郷
氏
中
心
に
整
理
し
直
し
た
も
の
で
あ
る
。

三

九
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東
郷
浄
瑠
璃
に
お
け
る
「
源
氏
烏
帽
子
折
」
の
重
要
性
（
第
二
節
）
と
、
渋

谷
五
族
に
お
け
る
東
郷
氏
の
盟
主
的
な
位
置
（
第
三
節
）
と
を
つ
な
ぐ
も
の
が
、

「
源
氏
烏
帽
子
折
」
の
中
に
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
が
、
渋
谷
の
金
王
丸
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
『
源
氏
烏
帽
子
折
」
は
、
一
見
、
牛
若
丸
（
義
経
）
や
そ
の
母
常
盤

御
前
が
主
役
で
あ
る
よ
う
に
見
え
な
が
ら
、
じ
つ
は
彼
ら
を
支
え
た
忠
臣
た
ち

と
う
く
ろ
う
も
り
な
が

の
物
語
で
あ
る
。
そ
れ
が
金
王
丸
で
あ
り
、
藤
九
郎
盛
長
で
あ
り
、
彼
ら
と
一

や
へ
い
ぴ
ょ
う
え
む
ね
き
よ

歩
距
離
を
置
く
弥
平
兵
衛
宗
清
で
あ
っ
た
。
白
妙
、
東
雲
と
い
う
女
性
た
ち
も
、

牛
若
丸
や
常
盤
御
前
を
必
死
で
支
え
よ
う
と
す
る
。

な
か
で
も
物
語
の
読
ま
せ
ど
こ
ろ
が
登
場
人
物
の
葛
藤
す
る
姿
に
あ
る
も
の

だ
と
す
れ
ば
、
宗
清
が
物
語
の
中
心
的
な
存
在
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な

し
ろ
た
え

い
。
宗
清
は
自
分
自
身
が
平
家
の
家
臣
で
あ
り
な
が
ら
、
想
い
人
で
あ
る
白
妙

が
源
氏
方
（
藤
九
郎
盛
長
の
妹
）
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
苦
悩
し
、
葛
藤
す
る
。

そ
し
て
結
果
的
に
は
牛
若
丸
を
支
え
る
側
に
傾
い
て
ゆ
く
。

し
か
し
一
方
で
、
ぶ
れ
る
こ
と
な
く
終
始
一
貫
し
て
牛
若
丸
や
常
盤
御
前
を

支
え
続
け
た
意
志
的
な
人
間
像
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
渋
谷
の
金
王
丸
と
藤

九
郎
盛
長
が
英
雄
的
な
役
割
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
金
王
丸
を
中

心
に
、
「
源
氏
烏
帽
子
折
」
の
展
開
を
追
っ
て
み
る
。
お
き
滝

こ
の
物
語
は
、
源
義
朝
が
平
治
の
乱
で
敗
北
し
、
長
田
忠
宗
に
討
た
れ
る
と

こ
ろ
か
ら
語
り
起
こ
さ
れ
る
。
そ
れ
か
ら
数
年
の
時
が
た
ち
、
し
ば
ら
く
北
陸

地
方
を
流
浪
し
て
十
九
歳
に
な
っ
た
盛
長
が
京
の
七
条
朱
雀
に
あ
る
主
君
義
朝

四

士
族
に
よ
る
世
襲
の
意
味

こ
ん
の
う
ま
る

ｌ
「
源
氏
烏
帽
子
折
」
に
お
け
る
渋
谷
の
金
王
丸
１

の
墓
参
り
に
来
て
み
る
と
、
そ
こ
に
い
た
の
は
幼
な
じ
み
の
金
王
丸
で
あ
っ

た
。
盛
長
は
、
義
朝
の
最
期
の
場
に
い
な
が
ら
何
も
で
き
な
か
っ
た
金
王
丸
に

怒
り
を
ぶ
つ
け
、
金
王
丸
は
肝
心
な
時
に
不
在
で
あ
っ
た
盛
長
を
な
じ
る
と
い

う
非
難
の
応
酬
が
続
い
た
。
激
高
し
た
盛
長
が
金
王
丸
に
義
朝
の
墓
標
で
あ
る

た
か
そ
と
ぱ

高
卒
塔
婆
を
拝
ま
せ
ま
い
と
引
き
抜
い
た
と
こ
ろ
、
金
王
丸
が
そ
れ
に
飛
び
つ

き
、
二
人
で
力
比
べ
を
し
て
い
る
う
ち
に
卒
塔
婆
が
折
れ
て
し
ま
う
と
い
う
場

面
が
あ
る
。
そ
の
あ
と
二
人
は
互
い
の
忠
心
を
讃
え
あ
っ
た
（
以
上
、
依
拠
テ
ク

ス
ト
の
「
６
藤
九
郎
盛
長
と
金
王
丸
、
主
君
義
朝
の
墓
前
で
再
会
」
）
。
折
し
も
、
六
波

羅
の
清
盛
の
面
前
で
常
盤
と
三
人
の
子
が
斬
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
察

知
し
た
盛
長
・
金
王
丸
は
、
こ
の
場
に
飛
び
込
み
長
田
忠
宗
の
嫡
子
忠
純
を

討
っ
て
、
間
一
髪
で
母
子
を
助
け
た
。
盛
長
・
金
王
丸
は
諸
国
の
兵
を
集
め
る

た
め
に
、
い
っ
た
ん
そ
の
場
で
分
か
れ
た
（
同
「
８
盛
長
と
金
王
丸
、
長
田
忠
純

を
討
っ
て
常
盤
を
救
う
」
）
。

そ
の
後
義
経
が
成
人
し
て
元
服
の
た
め
に
烏
帽
子
屋
に
立
ち
寄
っ
た
と
こ

ろ
、
そ
の
店
の
主
人
で
あ
る
烏
帽
子
屋
五
郎
太
夫
が
長
田
忠
宗
と
結
託
し
て
義

経
を
討
と
う
と
し
た
。
そ
こ
へ
危
難
を
察
知
し
た
金
王
丸
が
飛
び
込
ん
で
義
経

を
救
い
、
長
田
忠
宗
の
身
柄
を
捕
縛
し
て
鎌
倉
に
送
っ
た
（
同
「
副
金
王
丸
、
烏

帽
子
屋
に
踏
み
込
ん
で
牛
若
丸
と
東
雲
を
救
出
す
る
」
）
。
金
王
丸
の
こ
の
手
柄
に
つ

し
の
の
め

い
て
は
、
義
経
の
想
い
人
で
あ
る
東
雲
（
烏
帽
子
屋
の
娘
）
も
、
「
渋
谷
の
金
王

つ
つ
が

入
道
・
土
佐
房
の
働
き
に
て
、
若
君
も
主
心
無
く
、
長
田
も
生
捕
り
給
ひ
し
が
」

と
語
っ
て
い
る
（
「
躯
弥
平
兵
術
宗
清
と
白
妙
、
牛
若
丸
に
扮
し
た
東
雲
と
出
会
う
」
）
。

こ
の
よ
う
に
、
登
場
場
面
こ
そ
多
く
は
な
い
が
、
金
王
丸
は
義
朝
・
義
経
の

源
氏
父
子
に
対
す
る
第
一
の
忠
臣
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
「
義
朝
公
の
御
最

四
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ひ
ざ
も
と

期
ま
で
御
供
」
し
た
「
義
朝
公
の
膝
元
去
ら
ず
、
渋
谷
の
金
王
丸
」
と
ま
で
表

現
さ
れ
て
い
る
（
な
お
、
金
王
丸
は
枇
間
の
Ⅱ
を
欺
く
た
め
、
本
来
の
名
で
あ
る
「
渋

。
】
ん
の
う
よ
き
と
し

Ｌ
Ｐ
一
う
そ
人

谷
の
金
王
正
俊
」
を
捨
て
、
出
家
し
て
「
上
佐
・
勝
正
噸
」
と
ん
軸
乗
っ
て
諦
脚
の
砿
勢
を

集
め
た
と
あ
る
）
。

金
正
丸
の
物
滞
は
、
『
源
氏
烏
順
子
折
』
以
前
に
、
学
習
院
本
『
平
治
物
語
』

で
有
々
打
で
あ
る
。
尾
張
国
の
内
海
で
主
君
義
朝
が
討
た
れ
た
際
、
岐
後
ま
で
そ

の
場
に
勝
合
わ
せ
た
も
の
の
、
そ
の
様
子
を
常
盤
に
報
告
す
る
使
命
感
か
ら
そ

こ
を
逃
れ
て
京
へ
と
馬
で
激
走
し
た
物
語
で
あ
る
。

ち
な
み
に
渋
谷
の
金
王
丸
正
俊
は
、
実
在
の
人
物
に
当
て
は
め
れ
ば
、
渋
谷

庄
司
重
国
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
渋
谷
氏
関
係
の
複
数
の
系
閃
に
よ
れ
ば
、

こ
の
時
代
に
金
王
丸
と
呼
ば
れ
た
人
物
は
何
人
か
い
る
よ
う
だ
が
、
〈
平
治
の

乱
当
時
に
義
朝
に
従
っ
た
童
〉
と
い
う
条
件
で
適
合
す
る
の
は
、
里
国
し
か
い

な
い
（
州
膜
脚
の
渋
谷
氏
の
一
部
が
武
蔵
脚
の
渋
谷
芯
に
移
り
、
現
在
の
東
京
都
渋
谷

区
の
塙
称
と
し
て
残
っ
た
。
渋
谷
区
に
は
金
王
丸
を
祁
る
金
王
八
幡
宮
が
あ
る
）
。
重
国

は
、
渋
谷
氏
の
棚
と
さ
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
薩
摩
国
に
下
っ
て
き
た
東
郷

実
重
か
ら
す
る
と
、
祖
父
に
あ
た
る
人
物
で
あ
る
。
『
源
氏
烏
帽
子
折
』
は
、

渋
谷
氏
の
祖
が
活
躍
し
て
源
義
経
を
守
り
、
平
家
打
倒
に
導
い
た
物
語
と
し

て
、
東
郷
で
は
享
受
さ
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
。
系
訓
上
、
渋
谷
本

流
の
自
負
を
持
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
東
郷
の
士
族
に
と
っ
て
、
こ
れ
ほ
ど
誇
ら

し
く
胸
躍
る
物
語
は
ほ
か
に
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
意
識
と
、
こ
の
地

域
で
『
源
氏
烏
帽
子
折
』
の
み
が
１
１
１
『
出
世
景
清
』
な
ど
が
改
変
さ
れ
た
の

と
異
な
り
Ｉ
‐
ｌ
正
本
の
姿
を
改
変
す
る
こ
と
な
く
大
切
に
（
お
そ
ら
く
神
聖
視
さ

れ
て
）
伝
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
と
は
深
い
つ
な
が
り
が
あ
り
そ
う
だ
。
現
在
、

鹿
児
島
県
に
伝
わ
る
民
俗
芸
能
の
多
く
は
農
民
が
伝
承
し
て
き
た
も
の
で
あ

り
、
全
国
的
に
見
て
も
士
族
が
伝
承
背
で
あ
る
小
例
は
数
少
な
い
と
い
う
（
同

じ
脇
津
滞
ゆ
え
山
之
、
浄
瑠
璃
も
士
族
の
伝
承
）
。
『
源
氏
烏
順
子
折
』
の
内
容
が
、

東
郷
の
士
族
た
ち
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
深
く
か
か
わ
る
神
聖
な
内
容
で
あ

る
が
ゆ
え
に
、
艇
民
に
伝
承
を
一
委
ね
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
だ

ろ
う
。
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近
世
の
東
郷
の
士
族
た
ち
が
、
ど
の
よ
う
な
思
い
を
抱
い
て
三
百
年
も
人
形

浄
瑠
璃
を
伝
承
し
て
き
た
の
か
を
明
確
に
記
し
て
あ
る
文
献
は
な
い
。
し
か

し
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
数
あ
る
演
目
の
中
で
「
源
氏
烏
帽
子

折
」
関
係
が
量
も
多
く
質
的
に
も
古
態
が
保
存
さ
れ
続
け
、
東
郷
氏
が
系
譜
上

渋
谷
五
族
の
本
流
的
な
と
こ
ろ
に
位
置
し
、
し
か
も
血
統
を
正
し
く
保
ち
な
が

ら
滅
亡
も
せ
ず
近
世
ま
で
存
続
し
て
い
る
と
い
う
条
件
が
あ
っ
て
、
「
源
氏
烏

帽
子
折
」
の
「
渋
谷
の
金
王
丸
」
の
存
在
感
や
重
要
性
を
知
る
と
、
そ
れ
ら
が

無
関
係
な
も
の
と
は
考
え
に
く
い
だ
ろ
う
。
東
郷
氏
を
名
乗
る
殿
さ
ま
が
佐
土

原
へ
転
封
に
な
っ
て
も
、
士
族
た
ち
は
東
郷
氏
を
旧
主
と
し
て
敬
愛
し
続
け
た

だ
ろ
う
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
共
同
体
の
結
束
も
保
ち
続
け
ら
れ
て
い
た
の

だ
ろ
う
。

近
年
の
研
究
の
進
展
に
よ
り
、
島
津
氏
の
祖
は
源
頼
朝
で
は
な
く
、
近
衛
家

の
被
官
で
あ
る
惟
宗
氏
だ
っ
た
ろ
う
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
し
か

し
、
近
世
の
文
献
を
み
る
か
ぎ
り
、
当
時
の
人
々
は
島
津
氏
を
源
氏
だ
と
思
い

込
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
徳
川
氏
（
松
平
氏
）
も
源
氏
で
あ
る
。

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
東
郷
氏
自
身
は
坂
東
平
氏
の
出
身
で
あ
る
が
、
源
氏
を

主
君
と
仰
い
で
盛
り
立
て
て
き
た
と
い
う
歴
史
が
、
近
世
の
東
郷
の
人
々
に

と
っ
て
い
か
に
誇
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
か
、
想
像
に
難
く
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
東
郷
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
上
演
台
本
の
点
数
で
、
第
一
位
が

『
源
氏
烏
帽
子
折
」
で
あ
る
の
は
よ
い
と
し
て
も
、
第
二
位
に
「
出
世
景
清
」

五
主
君
で
あ
る
源
氏
を
支
え
続
け
る
共
同
体
・
東
郷

ｌ
川
添
晴
代
か
ら
長
倉
時
代
へ
の
変
容
Ｉ

さ
む
ら
い
だ
い
し
ょ
う

が
位
置
－
」
て
い
る
の
は
気
に
な
る
。
悪
七
兵
衛
景
清
は
、
平
家
の
侍
大
将
な

の
で
あ
る
。
も
し
「
出
世
景
清
」
も
江
戸
時
代
か
ら
大
切
に
さ
れ
て
き
た
演
目

だ
と
す
る
と
、
東
郷
の
共
同
体
の
指
向
や
価
値
観
に
揺
れ
が
あ
る
ｌ
源
氏
方

な
の
か
平
家
び
い
き
な
の
か
ｌ
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

こ
こ
で
、
伝
本
の
書
写
年
代
に
注
目
し
て
前
掲
の
別
表
を
見
直
し
て
み
る

と
、
あ
る
変
化
に
気
づ
く
。
川
添
栄
太
郎
時
代
に
書
写
さ
れ
た
伝
本
に
の
み
、

グ
レ
ー
の
ア
ミ
ヵ
ヶ
を
施
し
た
。
「
源
氏
烏
帽
子
折
」
に
東
郷
で
唯
一
の
江
戸

期
の
写
本
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
他
の
正
本
に
つ
い
て
は
こ
れ
ほ
ど
古
い
伝
本
は

存
在
し
な
い
・
川
添
時
代
に
書
写
さ
れ
た
伝
本
は
全
部
で
一
○
点
あ
る
が
、
「
源

氏
烏
帽
子
折
」
は
三
点
、
「
門
出
八
島
」
も
三
点
、
つ
い
で
「
出
世
景
清
」
が

二
点
、
「
熊
井
太
郎
」
が
一
点
と
続
く
。
川
添
時
代
に
は
「
源
氏
烏
帽
子
折
」

が
圧
倒
的
な
第
一
位
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
、
川
添

時
代
と
長
倉
時
代
と
で
は
、
「
門
出
八
島
」
と
「
出
世
景
清
」
の
地
位
が
逆
転

し
て
い
る
こ
と
に
も
気
づ
く
（
第
一
一
位
と
第
三
位
の
逆
転
）
。
『
門
出
八
島
」
は
源

義
経
を
中
心
に
し
た
物
語
、
す
な
わ
ち
主
君
源
氏
と
そ
れ
を
守
る
忠
臣
の
物
語

で
あ
る
。
そ
れ
に
、
川
添
時
代
に
一
点
だ
け
書
写
さ
れ
た
「
熊
井
太
郎
』
（
「
武

蔵
坊
弁
慶
五
条
橋
千
人
切
」
）
も
、
主
君
源
義
経
（
牛
若
丸
）
と
そ
れ
を
守
る
主
君

の
物
語
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
写
本
は
明
治
四
十
三
年
と
、
東
郷
に
伝
わ
る
伝

本
の
中
で
も
二
番
目
に
古
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
川
添
時
代

ま
で
は
「
源
氏
烏
帽
子
折
」
を
中
心
に
据
え
つ
つ
も
、
そ
の
周
辺
に
佐
藤
次
信
、

武
蔵
坊
弁
慶
な
ど
源
氏
の
主
君
を
支
え
る
忠
臣
た
ち
の
物
語
が
ヴ
ァ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
控
え
て
い
た
の
に
対
し
て
、
長
倉
時
代
に
入
っ
て
か
ら
「
出
世

景
清
」
の
比
重
が
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
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上
村
ま
い
（
二
○
一
四
）
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
戦
後
の
昭
和
二
十
八
年

二
九
五
三
）
に
宮
崎
県
の
生
目
神
社
で
東
郷
浄
瑠
璃
が
公
演
を
行
っ
て
い
る
。

生
目
神
社
と
言
え
ば
景
清
を
祁
っ
て
あ
る
神
社
で
あ
る
。
そ
こ
で
「
出
世
景
清
」

を
上
演
し
な
い
は
ず
は
な
い
。
昭
和
二
十
八
年
の
公
演
記
録
に
よ
る
と
、
生
目

神
社
の
祭
礼
に
「
招
待
」
さ
れ
、
三
夜
連
続
で
「
牛
若
鞍
馬
下
り
の
段
」
「
常

盤
御
前
雪
の
段
」
「
卒
塔
婆
引
き
の
段
」
「
出
世
景
清
牢
破
り
の
段
」
「
景
清

上
下
」
を
上
演
し
た
と
い
う
。

と
こ
ろ
が
、
生
目
神
社
で
の
公
演
は
、
こ
れ
が
初
め
て
で
は
な
さ
そ
う
だ
。

秋
本
鈴
史
（
二
○
○
二
）
に
よ
る
と
、
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
春
に
長
倉

孝
夫
氏
に
よ
っ
て
筆
写
さ
れ
た
、
「
宮
崎
生
目
神
社
公
演
時
と
推
定
さ
れ
る
」

（
秋
本
）
上
演
台
本
が
次
の
よ
う
に
三
点
も
残
さ
れ
て
い
る
（
括
弧
内
は
錐
写
Ⅱ
時
）

「
牛
若
鞍
馬
下
り
の
段
」
（
二
月
二
十
二
日
）

「
卒
塔
婆
引
き
の
段
」
（
三
月
四
日
）

「
出
世
景
清
牢
破
五
段
目
」
（
三
吋
十
五
日
）

こ
の
こ
と
か
ら
、
生
目
神
社
で
の
公
演
記
録
と
し
て
は
昭
和
二
十
八
年
の
も

の
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
右
の
上
演
台
本
に
記
さ
れ
た
年
月
日
か
ら
、
昭

和
二
十
四
年
（
三
月
末
か
）
に
も
生
目
神
社
で
東
郷
浄
瑠
璃
の
公
演
が
行
わ
れ

た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
右
の
よ
う
に
景
清
関
係
の

、
、
、
、
、
、
、

演
目
が
入
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
生
目
神
社
が
景
清
を
記
っ
た
神

、社
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
て
、
「
出
世
景
清
牢
破
五
段
目
」
を
組
み
込
ん

だ
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
後
も
景
清
関
係
の
演
目
を
増

や
し
、
「
出
世
景
清
牢
破
り
の
段
」
「
景
清
上
下
」
を
含
ん
だ
昭
和
二
十
八
年

の
公
演
へ
と
発
展
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

木
場
岩
利
氏
に
よ
る
と
、
長
倉
孝
夫
氏
の
語
り
方
は
語
尾
を
伸
ば
す
傾
向
が

強
く
（
曇
倉
氏
は
謡
曲
の
師
範
で
長
唄
は
五
段
）
、
人
形
の
動
き
を
合
わ
せ
に
く

か
っ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
し
〔
上
村
ま
い
（
二
○
一
四
）
〕
、
長
倉
氏
が
昭
和
二
十
九

年
三
月
十
八
日
に
作
成
し
た
上
演
台
本
「
伏
見
の
吹
雪
」
は
「
常
盤
御
前
雪
の

段
」
を
改
作
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
〔
秋
本
鈴
史
（
二
○
○
二
）
〕
。
こ
れ
ら

の
こ
と
か
ら
、
長
倉
孝
夫
氏
は
伝
統
を
そ
の
ま
ま
守
り
続
け
る
人
物
で
は
な

く
、
進
取
の
精
神
を
も
っ
て
改
作
を
い
と
わ
な
い
姿
勢
を
も
っ
て
い
た
よ
う

だ
。
戦
後
初
め
て
の
生
目
神
社
で
の
公
演
が
行
わ
れ
た
と
推
定
し
た
昭
和

二
十
四
年
は
、
長
倉
氏
が
当
時
「
あ
や
つ
り
人
形
の
会
」
（
推
定
）
な
ど
と
呼

ば
れ
て
い
た
会
を
東
郷
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃
振
興
会
と
命
名
し
、
そ
の
会
長
に

就
任
し
た
年
で
あ
っ
た
。

あ
ら
た
め
て
秋
本
鈴
史
（
二
○
○
二
）
の
調
査
報
告
を
読
み
直
し
て
み
る
と
、

景
清
関
係
の
現
存
の
上
演
台
本
五
点
の
う
ち
三
点
は
、
長
倉
氏
の
筆
写
に
よ
る

も
の
で
あ
る
（
残
り
二
点
は
川
添
氏
の
兼
写
と
推
定
さ
れ
て
い
る
）
。

都
城
市
山
之
口
町
に
は
山
之
口
麓
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃
が
伝
承
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
の
主
要
な
演
目
は
、
「
出
世
景
清
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
亜
要
な
こ

と
は
、
東
郷
が
山
之
口
麓
と
交
流
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
景
清
関
係
の
演

、
、

目
を
取
り
入
れ
た
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
山
之
口
町
教
育
委
員
会

二
九
九
三
）
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

昭
和
四
○
年
頃
ま
で
、
麓
で
は
こ
の
浄
瑠
璃
を
「
モ
ン
ヤ
節
」
と
言
っ
て

い
た
が
、
杉
野
氏
の
教
示
に
よ
り
鹿
児
島
県
東
郷
町
斧
淵
の
文
弥
節
を
視

察
し
、
同
じ
節
で
あ
る
こ
と
を
確
認
、
そ
れ
以
降
「
文
弥
節
」
を
称
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。

四
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先
述
の
よ
う
に
、
士
族
が
担
っ
て
い
た
民
俗
芸
能
は
全
国
的
に
も
珍
し
い
も

の
で
あ
る
が
、
そ
の
排
他
性
が
障
壁
と
な
っ
て
伝
承
者
の
減
少
を
生
み
、
明
治

以
降
に
幾
度
か
の
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
要
因
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
東
郷
浄

た
け
の
し
た
ま
も
る

瑠
璃
の
復
活
を
蔭
で
支
え
た
竹
之
下
守
氏
〔
東
郷
町
教
育
委
貝
会
課
長
（
当
時
）
〕

は
、
平
成
四
年
の
正
月
に
木
場
岩
利
氏
が
東
郷
浄
瑠
璃
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
し

た
と
き
、
「
世
襲
に
拘
泥
せ
ず
に
人
集
め
を
し
よ
う
と
決
断
し
た
と
こ
ろ
が
、

東
郷
浄
瑠
璃
の
大
き
な
転
機
だ
っ
た
」
と
語
っ
て
い
る
。
木
場
氏
は
、
青
年
団

員
で
人
形
浄
瑠
璃
に
興
味
を
も
っ
た
人
々
を
、
次
々
に
東
郷
文
弥
節
人
形
浄
瑠

璃
保
存
会
に
招
い
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
木
場
氏
は
、
世
襲
の
枠
を
解

つ
か
の

に
い
ど
め

い
た
だ
け
で
な
く
、
一
二
味
線
の
束
野
好
子
氏
、
佐
藤
良
子
氏
、
新
留
清
子
氏
、

ふ
じ
さ
か
き
の
く
お

南
不
一
一
氏
、
榊
ユ
ミ
氏
、
太
鼓
の
野
久
尾
ア
サ
ノ
氏
、
有
村
と
も
子
氏
、
拍
子

第１５巻第２号（2014年 ９月）

○
昭
和
四
一
年
（
一
九
六
六
）

本
年
五
月
に
二
松
学
舎
大
学
で
日
本
演
劇
学
会
の
春
季
大
会
が
催
さ
れ
た

折
、
同
大
学
の
理
事
兼
総
務
部
長
原
潔
仁
麿
氏
よ
り
早
稲
田
大
学
教
授
杉

野
橘
太
郎
氏
に
「
自
分
の
出
身
地
の
宮
崎
県
山
之
口
に
も
フ
ン
ニ
ヤ
節
と

い
う
人
形
浄
瑠
璃
が
あ
る
」
の
話
し
が
さ
れ
る
と
教
授
は
大
変
鷲
き
近
日

中
の
訪
問
を
約
束
さ
れ
、
隣
県
の
鹿
児
島
県
東
郷
町
斧
淵
に
も
同
種
の
人

形
浄
瑠
璃
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
。
連
絡
を
受
け
た
保

存
会
で
は
さ
っ
そ
く
斧
淵
へ
視
察
調
査
に
赴
い
た
。
（
坂
元
鐘
一
・
山
元
政

行
・
松
山
充
男
・
平
嶋
岩
見
）

そ
し
て
、
昭
和
四
十
一
年
か
ら
東
郷
と
山
之
口
と
の
交
流
が
始
ま
っ
た
と
い

う
。
と
い
う
こ
と
は
東
郷
浄
瑠
璃
に
景
清
関
係
の
演
目
が
入
っ
て
い
る
の
は
山

之
口
か
ら
の
影
響
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
の
お
そ
ら
く
川
添
時
代
か
そ
れ
以
前

か
ら
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
（
先
述
の
よ
う
に
川
添
筆
写
と
推
定
さ
れ
る
畷
清

本
が
二
点
あ
る
）
、
長
倉
時
代
の
昭
和
二
十
年
代
に
さ
ら
に
景
清
を
重
視
し
た
時

代
が
訪
れ
た
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。
た
だ
し
、
川
添
時
代
ま
で
は
景
清
関
係
は

さ
ほ
ど
主
要
な
演
目
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

川
添
栄
太
郎
氏
は
、
木
場
岩
利
氏
が
昭
和
二
十
二
年
に
出
会
っ
た
こ
ろ
す
で

に
八
○
歳
を
越
え
て
い
た
。
歯
が
欠
け
落
ち
こ
と
ば
が
不
明
瞭
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
す
る
と
、
お
そ
ら
く
幕
末
ご
ろ
の
生
ま
れ
な
の
だ
ろ
う
。
川
添
氏
に
東
郷

浄
瑠
璃
を
教
え
た
師
匠
は
、
間
違
い
な
く
江
戸
後
期
の
人
物
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
こ
の
節
で
昭
和
以
降
に
付
加
さ
れ
た
り
変
容
し
た
り
し
て
き
た
部
分
を
取

り
除
く
努
力
を
し
て
き
た
の
は
、
江
戸
時
代
ま
で
の
東
郷
浄
瑠
璃
の
本
来
的
な

姿
に
肉
薄
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
川
添
栄
太
郎
氏
が
伝
承
し
よ
う
と
し
て
い
た

国際文化学部論巣

の
は
、
「
源
氏
烏
帽
子
折
」
と
そ
の
周
辺
の
源
氏
関
係
の
物
語
が
主
軸
で
、
「
出

世
景
清
」
や
「
刈
菅
一
」
は
脇
に
添
え
ら
れ
た
物
語
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

す
る
と
、
同
じ
よ
う
に
「
源
氏
烏
帽
子
折
」
を
大
切
に
し
て
い
る
と
は
言
っ
て

も
多
少
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
異
な
っ
て
い
る
わ
け
で
、
江
戸
時
代
の
東
郷
浄
瑠
璃
の

「
源
氏
烏
帽
子
折
」
は
、
源
氏
再
興
の
物
語
や
源
義
経
の
活
躍
と
い
う
大
き
な

文
脈
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
伝
承
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
江
戸
時
代
ま
で
は
東
郷
の
士
族
た
ち
に
と
っ
て
、
『
源
氏
烏

帽
子
折
」
お
よ
び
源
氏
と
忠
臣
た
ち
の
物
語
が
格
別
な
比
重
を
占
め
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

六
お
わ
り
に

四
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木
の
木
場
ミ
リ
氏
、
肥
後
イ
ソ
子
氏
な
ど
女
性
の
参
加
を
歓
迎
し
た
。
そ
れ
ま

で
は
、
男
性
だ
け
が
伝
承
す
る
芸
能
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
終
戦
直

後
の
女
性
で
あ
る
鎌
田
キ
ミ
氏
が
川
添
氏
に
見
込
ま
れ
、
直
々
に
三
味
線
を
学

ん
で
弾
い
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
紅
一
点
の
よ
う
な
特
例
の

存
在
で
、
大
き
な
う
ね
り
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
終
戦
直
後
に
女
性
の
国
会
議

員
が
大
量
に
生
ま
れ
、
し
ば
ら
く
し
て
そ
れ
が
減
少
し
た
こ
と
と
よ
く
似
て
い

る
。
鎌
田
氏
が
昭
和
四
十
八
年
十
一
月
に
急
逝
し
た
あ
と
、
平
成
四
年
の
束
野

好
子
氏
の
参
加
ま
で
、
女
性
の
三
味
線
引
き
は
中
断
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
束
野
氏
以
降
は
、
む
し
ろ
三
味
線
引
き
は
女
性
が
担
当
す
る
の
が
一
般

的
に
な
っ
た
と
さ
え
言
え
る
。
こ
の
流
れ
を
作
っ
た
の
は
、
や
は
り
木
場
岩
利

氏
だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

木
場
氏
の
英
断
が
な
け
れ
ば
、
東
郷
浄
瑠
璃
が
復
活
す
る
こ
と
も
、
国
の
重

要
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
も
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
古
典
芸
能

は
、
古
き
良
き
部
分
を
守
り
な
が
ら
も
、
時
流
に
合
わ
せ
な
け
れ
ば
残
し
て
ゆ

け
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
木
場
氏
は
、
そ
の
重
要
な
転
換
点
に
立
っ
て
、
東
郷

浄
瑠
璃
の
今
後
の
あ
る
べ
き
姿
に
方
向
づ
け
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
伝
承
者
（
担
い
手
）
の
範
囲
を
拡
大
し
た
の
は
よ
い
と
し
て
も
、

こ
の
ま
ま
数
十
年
、
数
百
年
と
年
を
重
ね
て
ゆ
け
ば
、
な
ぜ
東
郷
で
「
源
氏
烏

帽
子
折
」
が
伝
承
さ
れ
て
き
た
の
か
、
そ
の
精
神
性
さ
え
見
失
わ
れ
か
ね
な
い
。

そ
う
な
る
と
、
伝
承
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
減
退
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
東
郷

と
い
う
土
地
だ
か
ら
こ
そ
こ
れ
が
残
さ
れ
て
き
た
こ
と
の
意
義
が
あ
る
の
で
、

そ
れ
を
折
に
触
れ
て
再
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
東
郷
浄
瑠
璃
を
伝
承
し
続
け

て
き
た
過
去
三
百
年
間
の
伝
承
者
た
ち
は
、
渋
谷
東
郷
氏
を
支
え
た
家
臣
団
の

末
窟
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
続
け
て
き
た
の
だ
ろ
う
。
守
る
べ
き
も
の

と
、
変
え
て
ゆ
く
べ
き
も
の
、
双
方
の
考
え
方
を
大
切
に
し
な
が
ら
今
後
の
東

郷
浄
瑠
璃
の
あ
り
方
を
考
え
て
ゆ
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
木
場
氏
の
方
向
転
換
に

倣
え
ば
、
今
後
の
東
郷
浄
瑠
璃
の
存
続
の
た
め
に
は
、
時
流
に
合
わ
せ
て
、
か

つ
て
の
〃
士
族
の
誇
り
〃
を
〃
郷
土
の
誇
り
〃
や
〃
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
″
と

読
み
替
え
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
本
稿
の
分
析
が
、
そ
の
た

め
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

秋
本
鈴
史
（
二
○
○
二
）
「
東
郷
町
に
伝
わ
る
正
本
」
「
東
郷
町
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃

調
査
報
告
書
」
第
五
章
鹿
児
島
東
郷
》
東
郷
町
教
育
委
員
会

荒
佃
邦
子
（
二
○
一
一
）
「
渋
谷
氏
関
係
盗
料
編
」
新
薩
摩
学
シ
リ
ー
ズ
８
「
中
世
薩

摩
の
雄
渋
谷
氏
」
鹿
児
島
》
南
方
新
社

海
津
一
朗
二
九
八
六
）
「
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
東
国
農
民
の
列
島
移
住
と
「
開
拓
入

総
」
ｌ
相
模
渋
谷
氏
を
め
ぐ
る
２
つ
の
ブ
イ
‐
ル
ド
ワ
‐
ク
か
ら
ｌ
」

「
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
」
ｎ
号

上
村
ま
い
（
二
○
一
四
一
「
東
郷
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃
復
活
へ
の
道
の
り
ｌ
木
場
砦

利
会
長
の
功
織
ｌ
」
「
寵
児
烏
国
際
大
学
大
学
院
学
術
論
集
」
５
嬢

新
名
一
仁
三
○
一
一
）
「
南
北
朝
・
室
町
期
に
お
け
る
渋
谷
一
族
と
島
津
氏
」
新
薩

摩
学
シ
リ
ー
ズ
８
「
中
世
薩
摩
の
雄
渋
谷
氏
」
鹿
児
島
》
南
方
新
社

三
木
靖
（
二
○
一
一
）
「
史
料
と
史
跡
か
ら
み
た
渋
谷
一
族
」
新
薩
摩
学
シ
リ
ー
ズ

８
「
中
世
薩
摩
の
雄
渋
谷
氏
」
鹿
児
島
”
南
方
新
社

山
之
口
町
教
育
委
員
会
（
一
九
九
三
）
「
山
之
口
麓
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃
調
査
報
告
将
」

宮
崎
山
之
口
雑
山
之
口
町
教
育
委
員
会

吉
出
敏
弘
二
九
八
三
一
「
中
世
村
落
の
構
造
と
そ
の
変
容
過
穏
ｌ
「
小
村
Ⅱ
散
儒

型
村
滞
論
」
の
膝
史
地
理
学
的
検
討
ｌ
」
「
史
林
」
髄
巻
３
号

文
献

四
五
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東郷文弥節人形浄瑠璃の存続要因
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吉
本
明
弘
（
二
○
一
一
）
「
中
世
城
館
か
ら
見
る
渋
谷
氏
の
動
向
」
新
薩
摩
学
シ
リ
ー

ズ
８
『
中
世
薩
摩
の
雄
渋
谷
氏
』
鹿
児
島
》
南
方
新
社

四
六
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